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日本臨床内分泌病理学会 理事会 議事録 
 

日 時：2019年 5月 9日（木）12：20 ～ 13：10 

場 所：仙台国際センター 小会議室 6 

出席者：笹野公伸・方波見卓行・吉本勝彦・西岡 宏・田辺晶代・中村保宏・岡本高広・

菅間 博・柴田洋孝・井下尚子・佐藤文俊・山田正三 

欠席者：松野 彰・高野幸路・戸田修二・近藤哲夫・長村義之 

同席者：事務局 

 

 

議 題： 

＜審議事項＞ 

１．特別功労賞、佐野賞及び亀谷賞の候補者の件 

２．亀谷賞について 

３．研究賞（最優秀賞・奨励賞）の選考委員（3名：会長推薦）の件 

４．学術総会における副会長の設置について 

 

＜報告事項＞ 

５．第 22回（2018年度）学術総会の報告＜決算を除く＞ 

６．第 23回（2019年度）学術総会の概要 

７．第 24回（2020年度）学術総会の準備状況 

８．学会 HPへのバナー広告掲載状況 

９．コンサルテーションの状況 

10．第 93回（2020年度）JES学術総会プログラム委員会の結果 

11．95回・96回プログラム委員の件 

12．会員の状況について 

13．学会への寄付金、奨学金、賛助会員の状況 

14．次回理事会の開催予定について 

第 23回学術総会（東京）の開催前日：2019年 10月 3日(木)の夕方 

15．その他 

日韓合同病理スライドセミナーについて 

 

１．特別功労賞、佐野賞及び亀谷賞の候補者の件[審議事項] 

 笹野理事長（学会賞選考委員長）より特別功労賞、佐野賞及び亀谷賞の候補者について

選考委員会での結果が報告され、理事会において満場一致で承認された。 

✓ 応募締切：2019年 2月末日 

✓ 選考委員会（書面による持ち回り審議）：2019年 3月 6日 ～ 3月 23日 

✓ 選考委員：委員長 ＝ 理事長、委員（７名）＝ 副理事長、五筆頭理事、 

当該年度会長（各賞応募者の推薦者は選考に参加せず） 

（１）特別功労賞 

杉原 甫（名誉会員、国際医療福祉大学 病理学） 
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（２）佐野賞 

鈴木 貴（評議員、東北大学大学院医学系研究科 病理検査学分野） 

テーマ：乳癌における性ホルモン作用 

（３）亀谷賞 

梶原 博（評議員、東海大学医学部基盤診療学系 病理診断学） 

テーマ：Diffuse endocrine systemにおける神経内分泌病変の病態解析 

 

２．亀谷賞について[審議事項] 

笹野理事長より受賞対象者の要件を厳格に解釈すると受賞者の選定に苦慮するので、要

件を業績本位に拡大解釈して考えられないかという提案があった。 更に臨床内分泌病理

学会で受賞後も継続して長期に学会活動ができる方に応募いただきたい事と、今後も基本

的には“神経内分泌病理の分子病理的解析”というキーワードは外さず、また該当者なし

も避けたいと述べられた。 

 

３．研究賞（最優秀賞・奨励賞）の選考委員の件[審議事項] 

菅間理事（第 23回学術総会会長、研究賞選考委員長）より、今年度選考委員として、 

吉本勝彦理事、佐藤文俊監事、矢澤卓也評議員を推薦したいとの提案があり、満場一致で

承認された。 

 

４．学術総会における副会長の設置について[審議事項] 

 笹野理事長より学術総会における副会長の設置について提案があり、満場一致で承認さ

れた。会則の変更になるため本年秋の総会で承認を受ける。それまでは内規として運用す

ることも確認された。 

 

５．第 22 回（2018年度）学術総会の報告[報告事項] 

吉本理事（第 22回会長）より、昨年度の学術総会の概要が報告され、101名の参加者（一

般・学生）を得て成功裏に終了したことが述べられた。 

✓ 会 期：2018年 9月 21日（金）～22日（土） 

✓ 会 場：徳島大学 蔵本キャンパス 大塚講堂 

（〒770-8504 徳島市蔵本町 3-18-15） 

✓ テーマ：本学会発祥の地で病態を探る 

✓ プログラム：特別講演・特別企画・シンポジウム・学術賞受賞講演、 

ランチョンセミナー、一般演題 

✓ 日 程：9月 20日（木）：16時より理事会、理事会後に食事会 

9月 21日（金）：佐野壽昭メモリアルシンポジウム、シンポジウム 

佐野賞受賞講演、亀谷賞受賞講演、一般口演、 

ポスター発表、ランチョンセミナー、評議員会・総会、 

9月 22日（土）：特別講演、研究奨励賞表彰式、シンポジウム、 

一般口演、ランチョンセミナー 
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シンポジウム：5題・ランチョンセミナー：2題・一般演題（口演）：25題 

ポスター演題：15題 

 

６．第 23 回（2019年度）学術総会の概要[報告事項] 

 菅間理事（第 23回会長）より 2019年 10月 4日(金)～5日(土)に三鷹産業プラザの二部

屋を使用して開催すること、テーマは「内分泌病理のここがおもしろい」とすること、プ

ログラムの概要が報告された。また研究賞のほかに Young Investigator Awardを設けるこ

とも報告された。 

 

７．第 24 回（2020年度）学術総会の準備状況[報告事項] 

岡本理事（第 24回会長）より学術総会の日程の相談があり、2020年 9月 25日～26日を

候補日とすることが決まり、会場は東京女子医科大学を予定していることが報告された。 

 

８．学会 HPへのバナー広告掲載状況[報告事項] 

 笹野理事長より 9社が決定しており、バナーが掲載されることが報告された。 

 

９．コンサルテーションの状況[報告事項] 

笹野理事長より、2018年度は 8件の依頼があったことが報告された。 

 

10．第 93回（2020年度）JES学術総会プログラム委員会の結果[報告事項] 

岡本理事より、明朝 7時 15分よりプログラム委員会の会議が行われることが述べられた。 

本学会からは特別講演：2 題、シンポジウム 6 題、教育講演：6 題、クリニカルアワー：4

題、CPC/症例検討：1題が提案されている。 

 

11．95回・96回プログラム委員の件[報告事項] 

笹野理事長より、方波見副理事長と協議の結果、本学会から分科会代表プログラム委員として 

近藤哲夫理事を推挙したことが報告された。 

 

12．会員の状況について[報告事項] 

 田辺理事より、2018年度末の会員状況が報告された。入会は毎年一定数があるが退会も多く、発

表のための入会や会費の未払いによる退会のため、会員数が伸び悩んでいると述べられた。 

山田顧問より、日本臨床内分泌病理学会の講演の中に内分泌代謝科専門医の泌尿器科・脳外科

の指定講演を入れてはどうかと提案があった。 

 

13．学会への寄付金、奨学金、賛助会員の状況[報告事項] 

笹野理事長より賛助会員として今年もファイザー１社を予定していることが報告された。 

 

14．次回理事会の開催予定について[報告事項] 

第 23回学術総会（東京）の開催前日の 2019年 10月 3日(木)の夕方に開催する旨の予告

があった。 
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15．その他 

笹野理事長より、2019 年 11 月 29 日に韓国にて開催される日韓合同病理スライドセミ

ナーの紹介があった。 

 

以上 

（作成：事務局、理事長/副理事長/筆頭理事：校閲済） 


